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1. 平成30年11月期第2四半期の連結業績（平成29年12月1日～平成30年5月31日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する四

半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

30年11月期第2四半期 108,379 2.5 5,423 △7.9 4,818 △20.8 3,351 △16.2

29年11月期第2四半期 105,780 62.6 5,886 71.1 6,082 69.0 4,000 76.7

（注）包括利益 30年11月期第2四半期　　3,412百万円 （△19.3％） 29年11月期第2四半期　　4,228百万円 （76.5％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

30年11月期第2四半期 54.78 ―

29年11月期第2四半期 75.16 ―

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

30年11月期第2四半期 174,358 55,645 31.3

29年11月期 170,630 53,125 30.5

（参考）自己資本 30年11月期第2四半期 54,569百万円 29年11月期 52,114百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

29年11月期 ― 7.00 ― 11.00 18.00

30年11月期 ― 9.00

30年11月期（予想） ― 9.00 18.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

3. 平成30年11月期の連結業績予想（平成29年12月 1日～平成30年11月30日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 208,000 4.2 5,100 8.6 5,500 22.4 3,500 26.2 57.20

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 30年11月期2Q 66,041,147 株 29年11月期 66,041,147 株

② 期末自己株式数 30年11月期2Q 4,770,815 株 29年11月期 4,849,179 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 30年11月期2Q 61,186,970 株 29年11月期2Q 53,227,569 株

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

（将来に関する記述等についてのご注意）

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その達
成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明 

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、企業収益が改善し緩やかな回復基調で推移したものの、米国

の金融政策の動向や不安定な国際情勢が続くなど、景気の先行きは不透明な状況が続きました。 

エネルギー業界では、当社グループ（以下、「サーラグループ」といいます。）の都市ガス供給エリアでは小売

全面自由化以降、新たに参入した企業はないものの電気、ガス小売販売を巡るエネルギー事業者間の競争は激しさ

を増しています。また、大都市圏において既存のエリアを越えたエネルギー大手事業者間の提携が進み、エネルギ

ー業界における新たな枠組みづくりが始まっています。

このような状況のなか、サーラグループは平成28年12月より、「私のまちにはＳＡＬＡがある ～暮らしとエネ

ルギーのＳＡＬＡへ～」をテーマに掲げた第３次中期経営計画に基づく重点課題に取り組みました。本中期経営計

画では、既存事業の強化に引き続き取り組むとともに、サービス体制から事業展開、組織運営に至るまで徹底して

お客さま起点から見直すことにより、「暮らしとエネルギーのＳＡＬＡ」として広く地域に浸透することを目指し

ています。 

当第２四半期連結累計期間におきましては、エネルギー＆ソリューションズ事業におけるお客さま視点の総合サ

ービスを実現する第一歩として、中部瓦斯株式会社とガステックサービス株式会社の本社機能を統合するととも

に、両社の役員を同一にするなど事業会社の枠を超えた組織再編に取り組みました。

また、ＩＴ等の駆使によるお客さま情報を重視したビジネスの創造を目的として、平成29年12月に株式会社サー

ラライフスタイルイノベーションを設立しました。同社はサーラグループが保有するデータを最大活用し、お客さ

まのライフステージにおける様々な課題を解決する仕組みを構築していきます。

さらに、サーラ住宅株式会社は愛知県春日井市及びその周辺エリアにおける注文住宅の販売を強化するため、平

成30年５月に全館調湿換気システム搭載の「Best-air（ベステア）」を採用した春日井展示場を開設しました。 

当第２四半期連結累計期間の業績につきましては、エネルギー＆ソリューションズ事業におけるガス、石油製品

の販売価格の上昇などにより、売上高は108,379百万円と前年同期比2.5％増加しました。利益面はハウジング事業

において住宅の販売棟数が減少したことなどにより、営業利益は5,423百万円と前年同期比7.9％減少しました。ま

た、キャッシュフローの動きを伴わない四半期末日時点の時価評価として、営業外費用に為替予約に係るデリバテ

ィブ評価損820百万円を計上したことにより、経常利益は前年同期比20.8％減の4,818百万円、親会社株主に帰属す

る四半期純利益は前年同期比16.2％減の3,351百万円となりました。 

 
セグメント別の概況は次のとおりです。 

 

エネルギー＆ソリューションズ事業 

売上高49,849百万円（前年同期比7.2％増）、営業利益3,948百万円（前年同期比2.0％増） 

都市ガス、ＬＰガスともにガス販売量は前年同期並みとなりました。ガス、石油製品の販売価格の上昇に加え、

電力小売販売の取組み強化によりサーラの電気のお客さま数が増加したため、売上高は増加しました。利益面はガ

スの仕入価格が上昇したことにより売上総利益は減少したものの、販売費及び一般管理費の低減に努めた結果、営

業利益は増加しました。 

 

エンジニアリング＆メンテナンス事業 

売上高16,690百万円（前年同期比6.6％増）、営業利益1,132百万円（前年同期比24.2％増） 

設備部門において大型物件の完成工事が増加したことや、メンテナンス部門において大型のメンテナンス工事が

増加したことにより売上高は増加しました。利益面は売上高の増加に加え、設備及びメンテナンス部門の完成工事

の利益率が高い水準にあったため、営業利益は増加しました。 

 
ハウジング事業 

売上高16,238百万円（前年同期比4.4％減）、営業利益74百万円（前年同期比83.3％減） 

住宅販売部門において注文住宅、分譲住宅ともに販売棟数が減少したため売上高は減少しました。利益面は住宅

部資材加工・販売部門は前年同期並みを維持したものの、住宅販売部門における分譲住宅の引渡しの遅延などによ

り、営業利益は大幅に減少しました。 

 

カーライフサポート事業 

売上高7,143百万円（前年同期比13.3％増）、営業損失83百万円（前年同期は営業損失137百万円） 

中古車販売の取組みを強化したことにより、フォルクスワーゲン、アウディともに中古車の販売台数が増加した

ことに加え、アウディの新車販売台数が増加したため売上高は増加し、営業損失は縮小しました。 
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アニマルヘルスケア事業 

売上高13,352百万円（前年同期比4.5％増）、営業利益405百万円（前年同期比16.3％増） 

畜産部門において動物用医薬品の販売が好調に推移するとともに、ペット関連部門において主要取引先に対する

新商品の販売や、お客さまの課題解決に向けた提案営業の取組みを強化したことにより売上高、営業利益ともに増

加しました。 

 

プロパティ事業 

売上高2,868百万円（前年同期比52.5％減）、営業利益167百万円（前年同期比71.9％減） 

資産マネジメント部門は賃貸料収入が増加したことにより堅調に推移しましたが、前年同期は期中に完成した分

譲マンションの販売実績がセグメントの業績に大きく寄与していたため、売上高、営業利益ともに大幅に減少しま

した。 

 

（２）財政状態に関する説明 

① 資産、負債、純資産の状況

（資産）

 資産は174,358百万円と、前連結会計年度末と比較して3,728百万円増加しました。これは主に、「商品及び製

品」が1,203百万円増加したこと、「有形固定資産」が953百万円増加したこと、「受取手形及び売掛金」が708百

万円増加したこと、「仕掛品」が540百万円増加したことに対し、「長期貸付金」が285百万円減少したこと、「無

形固定資産」が142百万円減少したことによるものであります。

（負債）

 負債は118,712百万円と、前連結会計年度末と比較して1,208百万円増加しました。これは主に、「短期借入金」

が3,837百万円増加したこと、「長期借入金」が1,158百万円増加したこと、「固定負債のその他」に含まれる「長

期未払金」が965百万円増加したことに対し、「支払手形及び買掛金」が2,042百万円減少したこと、「１年内返済

予定の長期借入金」が1,239百万円減少したこと、「賞与引当金」が1,177百万円減少したこと、「役員退職慰労引

当金」が1,139百万円減少したことによるものであります。

（純資産）

 純資産は55,645百万円と、前連結会計年度末と比較して2,520百万円増加しました。これは主に、「利益剰余

金」が2,679百万円増加（親会社株主に帰属する四半期純利益の計上により3,351百万円増加、配当の実施により

672百万円減少）したことによるものであります。

② キャッシュ・フローの状況 

当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物（以下、「資金」という。）は、営業活動による資金の

増加1,581百万円、投資活動による資金の減少4,327百万円、財務活動による資金の増加3,172百万円となり、あわ

せて427百万円増加いたしました。この結果、当第２四半期連結会計期間末の資金は17,413百万円となりました。 

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動の結果獲得した資金は、1,581百万円（前年同四半期は7,900百万円の資金の獲得）となりました。これ

は主に、「税金等調整前四半期純利益」4,825百万円、「減価償却費」3,314百万円、「長期未払金の増加額」965

百万円、「デリバティブ評価損」820百万円などの増加要因と、「たな卸資産の増加額」1,876百万円、「賞与引当

金の減少額」1,177百万円、「役員退職慰労引当金の減少額」1,139百万円、「仕入債務の減少額」1,118百万円、

「法人税等の支払額」2,020百万円などの減少要因によるものであります。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動の結果使用した資金は、4,327百万円（前年同四半期は4,934百万円の資金の使用）となりました。これ

は主に、「有形固定資産の取得による支出」4,724百万円によるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動の結果獲得した資金は、3,172百万円（前年同四半期は2,240百万円の資金の使用）となりました。これ

は主に、「長期借入れによる収入」6,203百万円、「短期借入金の純増額」3,837百万円、「自己株式の売却による

収入」3,496百万円などの増加要因と、「長期借入金の返済による支出」6,213百万円、「自己株式の取得による支

出」3,381百万円などの減少要因によるものであります。 

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

 通期の業績予想につきましては、平成30年１月12日に公表しました業績予想に変更はありません。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成29年11月30日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成30年５月31日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 17,001 17,436 

受取手形及び売掛金 22,707 23,416 

商品及び製品 9,578 10,781 

仕掛品 10,822 11,363 

原材料及び貯蔵品 200 194 

繰延税金資産 1,252 1,127 

その他 4,026 4,415 

貸倒引当金 △239 △237 

流動資産合計 65,351 68,498 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物（純額） 18,876 18,535 

機械装置及び運搬具（純額） 3,150 3,064 

導管（純額） 21,088 20,387 

土地 33,798 33,238 

建設仮勘定 4,612 7,220 

その他（純額） 1,260 1,292 

有形固定資産合計 82,785 83,738 

無形固定資産    

のれん 603 548 

その他 1,127 1,039 

無形固定資産合計 1,730 1,587 

投資その他の資産    

投資有価証券 7,401 7,392 

長期貸付金 6,248 5,962 

繰延税金資産 3,563 3,645 

その他 4,010 3,995 

貸倒引当金 △460 △461 

投資その他の資産合計 20,763 20,534 

固定資産合計 105,279 105,860 

資産合計 170,630 174,358 
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    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成29年11月30日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成30年５月31日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 23,184 21,141 

電子記録債務 2,131 3,054 

短期借入金 9,962 13,799 

1年内返済予定の長期借入金 10,877 9,638 

未払法人税等 1,750 1,314 

賞与引当金 2,479 1,301 

役員賞与引当金 6 4 

完成工事補償引当金 53 51 

工事損失引当金 85 84 

ポイント引当金 256 262 

その他 12,690 12,204 

流動負債合計 63,477 62,858 

固定負債    

長期借入金 36,056 37,215 

繰延税金負債 609 617 

役員退職慰労引当金 1,210 70 

株式報酬引当金 － 36 

修繕引当金 153 167 

退職給付に係る負債 12,561 12,274 

その他 3,436 5,473 

固定負債合計 54,027 55,854 

負債合計 117,504 118,712 

純資産の部    

株主資本    

資本金 8,025 8,025 

資本剰余金 24,518 25,174 

利益剰余金 21,504 24,184 

自己株式 △2,390 △3,268 

株主資本合計 51,657 54,115 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 895 930 

繰延ヘッジ損益 △54 △159 

退職給付に係る調整累計額 △383 △316 

その他の包括利益累計額合計 456 454 

非支配株主持分 1,011 1,075 

純資産合計 53,125 55,645 

負債純資産合計 170,630 174,358 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成28年12月１日 

 至 平成29年５月31日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成29年12月１日 
 至 平成30年５月31日) 

売上高 105,780 108,379 

売上原価 76,498 79,001 

売上総利益 29,282 29,378 

販売費及び一般管理費 23,395 23,954 

営業利益 5,886 5,423 

営業外収益    

受取利息 66 60 

受取配当金 22 23 

その他 273 300 

営業外収益合計 362 384 

営業外費用    

支払利息 74 69 

持分法による投資損失 22 8 

デリバティブ評価損 － 820 

その他 69 91 

営業外費用合計 167 989 

経常利益 6,082 4,818 

特別利益    

固定資産売却益 27 33 

投資有価証券売却益 1 － 

特別利益合計 29 33 

特別損失    

固定資産除売却損 35 11 

投資有価証券売却損 － 0 

投資有価証券評価損 － 15 

特別損失合計 35 27 

税金等調整前四半期純利益 6,075 4,825 

法人税、住民税及び事業税 1,405 1,179 

法人税等調整額 558 230 

法人税等合計 1,963 1,410 

四半期純利益 4,111 3,414 

非支配株主に帰属する四半期純利益 110 63 

親会社株主に帰属する四半期純利益 4,000 3,351 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成28年12月１日 

 至 平成29年５月31日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成29年12月１日 
 至 平成30年５月31日) 

四半期純利益 4,111 3,414 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 47 34 

繰延ヘッジ損益 － △104 

退職給付に係る調整額 69 68 

その他の包括利益合計 116 △1 

四半期包括利益 4,228 3,412 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 4,116 3,349 

非支配株主に係る四半期包括利益 111 63 
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

    （単位：百万円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成28年12月１日 

 至 平成29年５月31日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成29年12月１日 
 至 平成30年５月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー    

税金等調整前四半期純利益 6,075 4,825 

減価償却費 3,272 3,314 

のれん償却額 65 87 

貸倒引当金の増減額（△は減少） △30 △0 

賞与引当金の増減額（△は減少） △1,081 △1,177 

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △2 △2 

完成工事補償引当金の増減額（△は減少） △1 △2 

工事損失引当金の増減額（△は減少） △43 △0 

ポイント引当金の増減額（△は減少） 4 6 

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △22 △1,139 

株式報酬引当金の増減額（△は減少） － 36 

修繕引当金の増減額（△は減少） △14 14 

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △205 △287 

受取利息及び受取配当金 △88 △83 

支払利息 74 69 

持分法による投資損益（△は益） 22 8 

デリバティブ評価損益（△は益） － 820 

固定資産除売却損益（△は益） 5 △27 

投資有価証券売却損益（△は益） △1 0 

投資有価証券評価損益（△は益） － 15 

売上債権の増減額（△は増加） △1,828 △940 

たな卸資産の増減額（△は増加） 2,653 △1,876 

仕入債務の増減額（△は減少） △736 △1,118 

長期未払金の増減額（△は減少） △5 965 

その他 635 157 

小計 8,745 3,662 

利息及び配当金の受取額 87 84 

利息の支払額 △181 △144 

法人税等の支払額 △752 △2,020 

営業活動によるキャッシュ・フロー 7,900 1,581 
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    （単位：百万円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成28年12月１日 

 至 平成29年５月31日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成29年12月１日 
 至 平成30年５月31日) 

投資活動によるキャッシュ・フロー    

有形固定資産の取得による支出 △5,139 △4,724 

有形固定資産の売却による収入 114 61 

無形固定資産の取得による支出 △260 △142 

投資有価証券の取得による支出 △104 △16 

投資有価証券の売却による収入 82 40 

貸付けによる支出 △192 △54 

貸付金の回収による収入 525 402 

その他 40 106 

投資活動によるキャッシュ・フロー △4,934 △4,327 

財務活動によるキャッシュ・フロー    

短期借入金の純増減額（△は減少） △3,080 3,837 

長期借入れによる収入 7,937 6,203 

長期借入金の返済による支出 △6,362 △6,213 

自己株式の取得による支出 △1 △3,381 

自己株式の売却による収入 0 3,496 

配当金の支払額 △582 △664 

非支配株主への配当金の支払額 △9 △6 

連結の範囲の変更を伴わない子会社株式の取得に

よる支出 
△52 △10 

ファイナンス・リース債務の返済による支出 △88 △89 

その他 － 1 

財務活動によるキャッシュ・フロー △2,240 3,172 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 724 427 

現金及び現金同等物の期首残高 17,002 16,986 

現金及び現金同等物の四半期末残高 17,727 17,413 
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

 該当事項はありません。

 

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

 該当事項はありません。

 

 

（セグメント情報）

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間（自 平成28年12月１日 至 平成29年５月31日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

          （単位：百万円） 

  報告セグメント 

 
エネルギー＆ 

ソリューションズ 
事業 

エンジニア 
リング＆ 

メンテナンス事業 
ハウジング事業 

カーライフ 
サポート事業 

アニマル 
ヘルスケア事業 

売上高          

外部顧客への売上高 46,484 15,658 16,980 6,305 12,777 

セグメント間の内部売上高又は

振替高 
979 2,840 32 23 1 

計 47,464 18,499 17,013 6,328 12,778 

セグメント利益又はセグメント損

失（△） 
3,872 912 446 △137 348 

 

           

  報告セグメント 
その他 

（注）１ 
合計 

調整額 
（注）２ 

四半期連結 
損益計算書 

計上額 
（注）３ 

  プロパティ事業 計 

売上高            

外部顧客への売上高 6,036 104,243 1,537 105,780 － 105,780 

セグメント間の内部売上高又は

振替高 
251 4,128 829 4,957 △4,957 － 

計 6,287 108,372 2,366 110,738 △4,957 105,780 

セグメント利益又はセグメント損

失（△） 
595 6,037 49 6,087 △200 5,886 

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、自動車部品製造、割賦

販売及びリース等を含んでおります。 

２．セグメント利益又はセグメント損失（△）の調整額△200百万円には、セグメント間取引消去492百

万円、全社費用△692百万円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一

般管理費であります。 

３．セグメント利益又はセグメント損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行ってお

ります。 

 

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

 該当事項はありません。
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Ⅱ 当第２四半期連結累計期間（自 平成29年12月１日 至 平成30年５月31日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

          （単位：百万円） 

  報告セグメント 

 
エネルギー＆ 

ソリューションズ 
事業 

エンジニア 
リング＆ 

メンテナンス事業 
ハウジング事業 

カーライフ 
サポート事業 

アニマル 
ヘルスケア事業 

売上高          

外部顧客への売上高 49,849 16,690 16,238 7,143 13,352 

セグメント間の内部売上高又は

振替高 
1,229 2,961 20 31 0 

計 51,078 19,652 16,258 7,174 13,352 

セグメント利益又はセグメント損

失（△） 
3,948 1,132 74 △83 405 

 

           

  報告セグメント 
その他 

（注）１ 
合計 

調整額 
（注）２ 

四半期連結 
損益計算書 

計上額 
（注）３ 

  プロパティ事業 計 

売上高            

外部顧客への売上高 2,868 106,141 2,237 108,379 － 108,379 

セグメント間の内部売上高又は

振替高 
257 4,500 748 5,249 △5,249 － 

計 3,126 110,642 2,986 113,628 △5,249 108,379 

セグメント利益又はセグメント損

失（△） 
167 5,645 77 5,722 △298 5,423 

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、自動車部品製造、割賦

販売及びリース等を含んでおります。 

２．セグメント利益又はセグメント損失（△）の調整額△298百万円には、セグメント間取引消去333百

万円、全社費用△632百万円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一

般管理費であります。 

３．セグメント利益又はセグメント損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行ってお

ります。 

 

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

 該当事項はありません。

 

（重要な後発事象）

 該当事項はありません。 
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